2008年度冬学期　惑星地球科学２（文科生）　試験問題 担当：磯崎行雄 解答用紙：１枚（片面のみ記入）、持込不可、試験時間９０分
以下の設問に答えよ。
１）プレートテクトニクスとプルームテクトニクスの違いおよび両者の関係を、簡潔に説明せよ。
２）コンチネンタル・ライズの起源を、図を用いて説明せよ。
３）チャートについて、世界に先駆けて日本で最初に明らかにされた重要な事実を二つ挙げて説明せよ。
2007年度冬学期　惑星地球科学２（文科生）
１．地球上には２種類の主要なマグマ活動の場がある。両者を比較する表を作り、各々の特徴を説明せよ。
２．日本を代表とする活動的大陸縁について、断面図を描いて説明せよ。
３．世界の人口増加と食料供給との間のバランスが臨界点に達するのが２０２０年と予測されている。あと１２年後におきる状態に対して、どのように備えればよいのか、自身の考えを述べよ。
2003年度冬学期　惑星地球科学２（磯崎行雄）　2004年2月施行   時間：６０分
１）「海洋プレート層序」を説明し、それから何が読みとれるのかを解説せよ。
２）地球大気の歴史を概説せよ。
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